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天 野 恒 雄
佐 藤 哲 也
他大学院学生若干名
名前をみても分 る通 り,若 い者ばか りのグループである. プ ラズマ理論 とい
えば,高喪に発達 した形式的理論 と実験条件に立瑚 した泥臭い理論 とが,たが
いにかみ合わずに存在 しているという感 じだが,我 々はこの砲 fJ質しをし ょうと
い う野心的な考えで仕事に とりくんでいる,U角谷は流体物理,西川は統計力学,
天野は大体鞍.と閉 じこめ,佐藤は電気工学 と,それぞれ臭 ったパックグラン ド
をもち, セ ミをめぞいては一応独立に仕事 しているO 当面はプ ラズマ串の波の
非森雇=境象を共通 の問題としてとりあげ,基礎的な文献 を一語に読んた り,仕
事机上で和音報交換 を行いっつ.各人の得意 とするところを生か して,現在話
題 の諸問題 E?),韓決 に蒐献 したいと努 力 しているC,
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冨田教授 は今更紹介するまでもな く,有名な Kubc)-Tomitaの磁 気緩和の
一般論以来,磁気共鳴吸収理論の大家 という ima_geがぴ ったりする｡ しかし,
仕車の面か ら為 られ る破 りでは,現象 そのものの理解 もさることなが ら,む し
ろ非可逆蛙がいかにして現れてくるかとい う問に答える方に weightがある よ
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うに思 わ れ る ｡ス ピ ン系 が 自由度 の鳩 られた取通 いの比夜的容易 な系で ある為
に,偶 々 この分野 が主 た る清隆 の場 とな J,た :封で あろ う.現在 は=,尋常穏和塊象
(anomalous diff-LISion'･iiffuse collectivemodet5- 8lopply
spln Wave )a)頑■明お よび諸 々の非韓 塾頭 象 を.包括 和 二理解 する新 しい Fra-
mew･ork を確立 す ることに努 め てお られ るO助手 の川崎 は反 強磁 性体 の低温 に
おけ る吸収裡 巾の併発に は じまり徐 々に非採型項 東一般 に嘩味 が移 って きた ∩
最近 d.)東光であ る非譲型樟積率 の通論 は Kubo 公式 で 拘蓮感 を してい る感 じで
物 理 の面 白 さ よりもダイヤ グラムを書 くことを栗 しんでい る よ うだ ｡ Sloppy
sp_in rVaveの明 電は ｢も う終 りた｣と言 い,Yか らい まだに 止めていな い O 大
学院生 の蔵本 由紀 岩 (D.0.∠ )は熱 力学 府考事 に ,f=ん能で,古典 系におけ る
ゆ らぎ の非議塾効 果 にフ いて, ′1次元 ス ピン新 二嘉=ナる熱 盤 乱｣ニよる壊 し』モー
ド東庄 の現 養 童等 の 仕事があ り,近来 の Tomita 新 に は珍 ら一し く古墳素 の好
き巧･御 仁 で あ るが,鼓 Crは-乾 して･liqをHe に と りくんで い る ｡ 富田博之君
(班.C.∠)は富が ワ冠 で あ る点 か h･ead と違 う,友人で磁 気共鳴実戒 をや っ
ている久保君 と粥 ∠針 KuDO-Tc'mita を尊 くJIJた とは りき ってい るoj加 二親
脊1-=iの川 崎硝子氏 ,蔵 気援 和 の･一･滝壷 に基 いて - O二次元良庵体 {･jl磁気共鳴吸
Ij又成型, 桂1陸十戒乱新 鹿 請か三次 元物 音ご甜伺/よる点 で或 るか を藍点に定 量,i,]
な仕 事 を し, まとめ つつあ る O 東夷 は不端物 ス ピ ンの入 った場 合 の幼帝涙韓 に
増床 王も っているO 淫舜 沢民 は当研究 室 草素後学菰奨 励生 とな り,研-^jLtI責 とし
て当離 </':I-,)了グルー プに鴎 しているo ESR ln Donor Pall.Sの研究を発表 し
た塩花 hbt electr口n 等強 電,磁場 下 制 覇透適 泉.-･'ilニ非適塾 な嶺 舞について
一 見識 を も ってい るO
(川崎辰夫 記 )
鮫 原 研 究 室
敦愛 校 慮 武 生
05 吉 光 浩 二 , 金 吾 敏 人
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D l 市 古 修 身
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